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織染加工工程において排出される新規な VOC低減・回収技術の開発 

 

 
１．目的 

 平成21年度に水を吸着剤として使用するマルチチ

ャンネル静電霧化装置（MuCESA）を作製した．モ

デルガスを使用して脱臭試験を行った結果，IPA（イ

ソプロピルアルコール）90%以上，トルエン 40%程

度，THF（テトラヒドロフラン）70%程度，酢酸エ

チル 70%の除去効率を得た 1)．           

今年度は，トルエンの除去効率向上を目指して，

装置の改良を行い，水に界面活性剤を添加した場合，

界面活性剤が除去効率に与える影響についても検討

を行った．  

 

２．実験方法 

２－１ 実験装置 

 改良後の装置を１個使用した小型試験機と並列に

20個並べた中型試験機（図 1）を作製した．装置は，

VOC成分を含むガスを霧化槽に引き込み，ミストと

ガスを十分混合しサイクロンで気液分離した．その

後，キャピラリシェルチューブ凝縮器でミストをVOC

成分とともに凝縮液化回収し，排ガスから除去する

ものである 2)． 

 

２－２ 実験内容 

各試験機に IPA，酢酸エチル，THF，トルエンの

混合ガスを通気させ，入口ガス濃度（①）と，出口

ガス濃度（②）をガスクロマトグラフで測定し，濃

度差から除去率を算出した．また，霧化液に界面活

性剤（PEG6,000，MS-3S，MSW-7S）を添加した場

合も同様の試験を行った．試料は，装置が安定した

と思われる稼動開始 30分後に採取した． 

 

３．結果 

小型試験機を使用した場合のトルエンに対する界

面活性剤の添加効果を図２に示す．以前行った研究
1)では，トルエンの除去効率は40%程度であったが， 

今回作製した装置では 60%に向上した．さらに界面

活性剤を添加すると， 85%以上の除去効率を示した

場合もあった．界面活性剤を添加することにより，

難分解性のトルエンが除去できることが確認された．

また，MSW-7Sを添加した試験では，全ての物質が

除去効率 96%以上を示した． 

中型試験機を使用し，界面活性剤（PEG6,000）の

濃度を変化させて，試験を行った結果，界面活性剤

が高濃度であるほど高除去効率を示した．特に酢酸

エチルとトルエンの除去効率は，水のみを使用した

場合と比較すると除去効率は 2倍以上向上した．  

４．まとめ 

 装置を改良した結果，小型試験装置では全ての物

質で昨年度を上回る除去効率を示した．特に難分解

性のトルエンには，界面活性剤の効果が顕著であっ

た． 
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図 2小型試験機によるトルエンに対する界面活性剤の添加効果 

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

水 PEG6,000
0.01％

PEG6,000
0.1％

MS-3S
0.01％

MSW-7S
0.1％

界面活性剤の種類と濃度

除
去
効
率
(%
)

図１中型試験装置フロー及びサンプリング場所 


